








































　2015 年 12 月に東京都にある日本大学豊山女子中学校・高等学校 1の特別講義にて、統計グラフ
ポスター制作を踏まえ、クラス全員での協働学修を行った。ここではその概要を述べる。
2．1 実施した授業の概要
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も同時に送付でき、リアルタイムの集計、お互いの意見の確認および評価システムを実装している。
今回はPCのブラウザを利用する形で、良いと思ったポスターのチームの番号とコメントを送付し





















て扱われ、課題解決型学習（Problem/Project Based Learning）としても注目されている（Future 
Skills Project 研究会、2016；以下Future Skills Project を FSPと略す）。実践女子大学人間社会





























































図 7：情報検索について（N=22） 図 8：データ処理、データ分析について（N=22）
－ 66 －
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